第４部会（産業労働）第７回部会概要
日　時：平成１９年９月３日（月）１８時３０分～２０時０５分
場　所：市役所第３委員会室

出席者：川西　悟・河村信義・川田弘教・三澤由比子・山本芳幸・太田義則
事務局：五島英二・古村　健

議題１：４つのテーマの検討経過について各リーダーから説明

議題２：連絡事項

●議題１　各部会からの情報交換

①鷲別漁港を含めた神社山周辺の活用

鷲別の海浜公園ということで始まったが、色々検討した結果、鷲別～富岸から歩くのがよいのでは無いかと話が進んだ。

来月２０日をめどに３００人ぐらいの人を集めて歩く（ウォーキング）イベントを開催するため、地域の人２０人ほど集まり検討した結果、若い人を集めて検討しようとの話になった。その後の集まりには参加はできなかったが、話は順調に進んでいると連絡を受けている。

　次回の部会には、イベントの内容も出来上がっていると思う。

・１０月２０日（土）で開催日が確定か確認して事務局に連絡する。

ＰＲは広報のぼりべつに掲載することとし、その際広報掲載内容等協議する。
・万歩計（カロリー計算）付きをどこかとタイアップできないか。また、そこで商品を紹介してもらえると面白いのではないかとの意見あり。
②電子マネー・地域通貨の活用

対象を観光客に絞り、観光客に利用していただけるものと方向性を決定した。　

そのため、観光客が欲しい機能・サービスのアイディアをいただきたいと考えている。それを受けてサービス内容（案）を作成するので、行政にはどこまで実行が可能なのかをリサーチいただきたい。
　通貨としてではなく、ペーパーレス的な観光マップのようなものを考えるとメリットを感じてもらえるのではないかと考える。

　システムについても、普及度の高い携帯電話を利用してはどうかと考えている。（お財布携帯機能）
　携帯だと可能性で考えられるのは、ソフトを作成し、それを販売するなり配布するなどして広め、そのソフトに魅力があれば入金をしてもらえるのではないか。

　今回は、観光客が持っていれば安心するようなサービスを考えていただきたい。

（意見概要）

・外国人を対象とした通訳（コンシェルジュ）
・アルバム（記念写真）。取った写真が管理できるコンテンツ

・地域情報を詳細に記載した検索システム（買い物店情報など）
・外国の方とは言葉の壁が大きいので、それに対応できるようなもの

・団体旅行は対象とせず、個人を対象としたもの。人数としては、宿泊客の１％ぐらいを対象としたもの
・温泉の入り方や泉種・効能の紹介（○○ホテルには▲▲泉とか）

・日常というか、基本的なもののガイドは必要では

・テーマパークの割引（見せるとかかざすとか・・・）

・市内テーマパークでも、年齢割引のようなものも必要ではないか
・例えば、自分の位置情報はＧＰＳで判断できるが、道案内、たとえば次の交差点を右に曲がって２件目など、詳細な地域限定の地図
・２４時間使えるのが携帯電話の良いところ

・部屋の電子キー（ホテルの協力が必要）

・万歩計・消費カロリー計算付き。温泉入ったら○○kcalと知れるもの
・自転車レンタル

・定期的に情報配信して、ネット販売できる

・スタンプラリー形式で、何件か回ると何かもらえる

・このサービスを対象とする富裕層の家族の主導権は女性なので、女性を対象としたサービスで
上記意見を生かし、本日の欠席者の意見をいただきながら、実現に向けて検

討して行きたい
③スーパー銭湯誘致について

後日報告。
④ゆとりある生活を望む人の誘致

現在思案中。

●議題２　連絡事項

　外部評価については、今月の１０日過ぎに担当する３名の委員で実施し、次回報告。

●まとめ

　・次回は、各テーマごとのまとめ報告及び外部評価の報告。

　・当該結果通知の際、「電子マネー・地域通貨の活用について」欠席委員からアイディアを募集。

　・次回の部会は、担当部局（観光経済部）からの参加願う。

· 委員で１回も参加されていない方がいる。
　 各プロジェクトが進んでいる状況である。実行直前からの参加だと内容も　

　 理解できず入りにくくなるのでみんなで参加を促す。

　

